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 平成２４年 第１６回帯広市教育委員会会議録 

 

１． 平成２４年９月１８日火曜日  １８時 ～ １８時３０分 

帯広市教育委員会会議を帯広市役所 教育委員会室に招集する。 

 

２．本日の出席委員 

教育委員長 田 中 厚 一 

教 育 委 員      市之川 敦 子 

教 育 委 員      門 屋 充 郎 

教 育 委 員      伊 藤 成 昭 

教 育 長      八 鍬 祐 子 

 

３．本日の議事日程  

 
日程第 1  会議録署名委員の指名について 

日程第 2  その他(1)  小中学校における原子力発電及び放射線に関する指導の手引きに

ついて  
    その他・帯広市特別表彰について 

日程第 3  議案第 52号  平成 24 年度帯広市スポーツ賞及びスポーツ奨励賞の決定について

【非公開】 

日程第 4  議案第 53号  平成 24 年度帯広市文化賞及び文化奨励賞の決定について【非公開】
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田中委員長  これから、平成２４年第１６回帯広市教育委員会会議を開会い

たします。 

  出席委員は全員であります。 

 会議は成立しております。 

 ここで諸般の報告をいたします。 

（野原課長報告） 

 日程第１、会議録署名委員の指名を行います。 

 会議録署名委員は、市之川委員及び門屋委員を指名いたします。 

  日程第２、その他に入ります。 

  その他（１）小中学校における原子力発電及び放射線に関する指

導の手引きについてを議題といたします。 

  直ちに説明を求めます。 

橋場企画監  お手元にお配りしております小中学校における原子力発電及び放

射線に関する指導の手引きについてご報告させていただきます。こ

のことにつきましては、昨年３月に発生いたしました東日本大震災

後に起きました福島の原子力発電所の事故を受けまして、文部科学

省において、正しい知識のもと、自ら考え冷静に判断できる児童・

生徒の育成を目指して、放射線に関する副読本が作成されたところ

であります。本市におきましては、学校において原子力発電や放射

線に関する指導をすることの混乱を考えまして、今年５月に小中学

校における原子力発電及び放射線に関する指導検討委員会を設置し、

学校現場で指導する際の配慮や工夫について検討を進めてきたとこ

ろでございます。このたび小中学校の学習活動の中で、この種の学

習を行う際の参考資料として、お手元に配付したような手引きを作

成いたしまして、各学校に配付したいと考えております。内容につ

いて簡単にご説明させていただきます。１ページ目につきましては、

まえがきとして、この手引きを作成するに至った経緯を記載させて

いただいております。２ページ目につきましては、指導上の留意点

及び配慮事項などについて、実際の指導場面を想定して記載してお

ります。３ページから４ページにかけましては、学習指導要領にお

ける放射線や原子力発電、エネルギー等に関する取り扱いについて

記載いたしました。５ページから９ページにかけましては、帯広市

で採択しております教科書の記載について、可能な限り記述や内容

を具体的に示すとともに、資料の関連ページとして、副読本のペー

ジを記載しております。１０ページ目以降は、特別活動において、

このたびの事故などに触れる際の指導事例として、小学校高学年用

として２案、中学校用として１案を提示し、全部で１３ページの扱

いとなっております。各学校には今回の資料を配付するとともに、

学習指導要領に基づいた指導を行うことを前提に、文部科学省より

配付された副読本を始め、教科書以外の補助的な資料、事故を扱う
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新聞記事などを活用する場合は、公教育の責務を踏まえて学校にお

いて十分に配慮して、適切に指導するようお願いしているところで

あります。なお、原子力発電等につきましては、現在様々な動きが

ございまして、今後も国や北海道の動きを注視してまいりたいと考

えております。報告は以上でございます。 

田中委員長  これから質疑に入ります。 

市之川委員  平成２４年９月作成となっていますが、これを授業に生かすには、

この２学期からということになりますか。 

村松 室長  具体的に学校で取り扱う場合には、取り扱いについて苦慮してい

るということで作成した年月日が９月ということですので、これを

参考にしながら、取り扱いを行う授業が今後特別活動などで増えて

いくと考えております。２学期からと考えていただいて結構です。 

伊藤 委員  今お話をお聞きしまして、学校での対応が非常に計画的、なおか

つ効果的に配列されている気がします。副読本は全児童に配付され

ていることと思いますが、例えば、子どもによっては副読本の中か

ら、時事的な課題、問題との絡みから、個人的に教師側に質問する

とか、更に深めたいという要望が出た場合の対応の仕方については

どのようになされるのかお聞きします。 

橋場企画監  この資料配付に先立ちまして、５月には教育委員会として学校に

おいて、放射線に関する指導をする際には、こんなことに十分配慮

してほしいという考え方をお示ししております。その中で学習指導

要領に基づいて公教育の責務を果たすということですけれども、実

際に子どもが関心を持つ事象は様々あると思いますし、また、先生

方も同じだと思います。総合的な学習の時間や夏休みの自由研究で

生徒が調べてきたこともあると聞いております。そのことについて

は何ら止める必要はないと思いますが、ただ、そこで大事なことは、

メディア・リテラシーと言いましょうか、情報を適切に自分なりに

把握し、幅広い考え方ができることが大事だと思っておりますので、

学校で教員が指導する際にも、物事の是非を示すのでなくて、子ど

もたちにいろいろなことを考えさせるという指導に努めてもらいた

い。なおかつ、この事故については、まだ国の検証も終わっており

ませんので、断定的な取り扱いにしないようにという案内をしてい

るところです。 

伊藤 委員  よろしいです。 

田中委員長  他になければ、質疑を終結し、本件を終了します。 

  事務局から、その他説明事項はありますか。 

事 務 局  ありません。 

田中委員長  ここで会議の進め方についてお諮りいたします。次の日程第３及

び日程第４の案件については、帯広市教育委員会会議規則第１６条

第１項第６号により、非公開にいたしたいと存じます。 
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  これにご異議ありませんか。 

各 委 員  異議なし。 

田中委員長  ご異議なしと認め、そのとおり取り扱いいたします。 

  これより会議を非公開といたします。 

  日程第３、議案第５２号、平成２４年度帯広市スポーツ賞及びス

ポーツ奨励賞の決定についてを議題といたします。 

  直ちに説明を求めます。 

大久保部長  議案第５２号、平成２４年度帯広市スポーツ賞及びスポーツ奨励

賞の決定についてご説明いたします。議案書１ページでございます。

本案は平成２４年度帯広市スポーツ賞及びスポーツ奨励賞の候補者

について、帯広市スポーツ賞及びスポーツ奨励賞規則第４条の規定

に基づき、受賞者を決定しようとするものでございます。帯広市ス

ポーツ賞及びスポーツ奨励賞につきましては、推薦要領に基づきま

して、受賞候補者の推薦受付をいたしました結果、スポーツ賞指導

者部門には１個人、スポーツ賞成績部門には５個人２団体、スポー

ツ奨励賞には９個人６団体の推薦をスポーツ競技団体からいただい

たところでございます。賞の選考につきましては、規則により帯広

市スポーツ推進審議会に諮問し、答申を受けたものであります。選

考の結果、スポーツ賞につきましては、７ページにございますよう

に、指導者部門で１名、また、成績部門で個人の部４名、団体の部

１団体を受賞候補者とする答申をいただきました。また、スポーツ

奨励賞につきましては、８ページにございますように、個人の部９

名、団体の部３団体を受賞候補者とする答申をいただきました。次

に各受賞候補者の紹介と経歴について簡単にご説明させていただき

ます。まず、スポーツ賞指導者部門についてご説明いたします。９

ページから１０ページでございます。真田正樹様におかれましては、

長年にわたり水泳を指導し競技者の育成やスポーツの普及・振興に

貢献され、特にパラリンピック等に出場した小野智華子さんの指導

の功績を認め、受賞候補者といたしました。次にスポーツ賞成績部

門個人の部についてご説明いたします。１１ページをご覧ください。

まず、長谷川翼様におかれましては、本年３月、２０１２ＩＳＵ世

界ジュニアスピードスケート選手権大会・帯広大会におきまして、

男子 500ｍで２位に入賞されました。山根佳子様におかれましては、

本年１月、第６７回国民体育大会冬季大会スケート競技会スピード

競技及び第６１回全国高等学校スケート競技選手権大会の両大会に

おいて、女子 500ｍで優勝されました。次に山田将矢様におかれま

しては、本年１月、平成２３年度全国中学校体育大会第３２回全国

中学校スケート大会において、男子 500ｍ及び男子 1000ｍで優勝さ

れ２冠に輝きました。次に類家大樹様におかれましては、本年８月、

平成２４年度全国中学校体育大会第３９回全日本中学校陸上競技選
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手権大会において、男子 400ｍで優勝されました。次にスポーツ賞

成績部門団体の部についてご説明いたします。１２ページになりま

す。帯広市立帯広第八中学校アイスホッケー部におかれましては、

本年２月、平成２３年度全国中学校体育大会第３２回全国中学校ア

イスホッケー大会において優勝されました。次にスポーツ奨励賞個

人の部でありますが、１３ページから１４ページになります。お名

前と受賞理由を読み上げさせていただきます。個人の部は９名でご

ざいます。中村美月様は、第６７回国民体育大会弓道競技北海道予

選会兼平成２４年度北海道体育大会弓道競技の部、成年女子の部優

勝でございます。今涼音様は、第６５回北海道高等学校選手権水泳

競技（競泳）大会兼第８０回日本高等学校選手権水泳競技（競泳）

大会北海道予選会、女子 400ｍ個人メドレー優勝でございます。立

花あゆみ様は、第６５回北海道高等学校陸上競技選手権大会、女子

砲丸投優勝でございます。寺井沙希様は、第６５回北海道高等学校

陸上競技選手権大会、女子円盤投で優勝でございます。山本悠司様

は、平成２４年度全国高等学校総合体育大会柔道競技大会、男子 73

㎏級２位でございます。小坂龍様は、平成２３年度全国高等学校総

合体育大会第６１回全国高等学校スケート選手権大会、男子 1500ｍ

２位でございます。萩野達哉様は、ＪＯＣジュニアカップ第３５回

全日本ジュニアスピードスケート選手権大会男子スプリント総合２

位でございます。清野竜仁様は、平成２４年度北海道中学校体育大

会第４３回北海道中学校体操競技・新体操競技大会、中学男子種目

別、跳馬で優勝でございます。武田昴大様は、第３２回北海道北地

区中学生弓道大会、中学男子の部個人で優勝でございます。次に団

体の部は３団体であります。１５ページになります。北海道帯広農

業高等学校女子陸上部は、第６５回北海道高等学校陸上競技選手権

大会兼秩父宮賜杯第６５回全国高等学校陸上競技対校選手権大会北

海道予選会、学校対校女子総合優勝でございます。北海道帯広南商

業高等学校女子陸上部 1600ｍリレーチームは、第６５回北海道高等

学校陸上競技選手権大会兼秩父宮賜杯第６５回全国高等学校陸上競

技対校選手権大会北海道予選会、女子 1600ｍリレー優勝でございま

す。帯広市立緑園中学校男子弓道部は、第３２回北海道北地区中学

生弓道大会、男子団体の部優勝でございます。以上受賞候補者の紹

介をさせていただきました。なお、記者発表につきましては、今月

２５日に行う予定となっております。また、贈呈式につきましては、

体育の日の１０月８日午後６時３０分から、とかちプラザ、レイン

ボーホールにおきまして執り行う予定でございます。以上よろしく

ご審議賜りますようお願い申し上げます。 

田中委員長  これから質疑に入ります。 

各 委 員  ありません。 
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田中委員長  別になければ質疑を終結いたします。 

  お諮りいたします。 

  議案第５２号、平成２４年度帯広市スポーツ賞及びスポーツ奨励

賞の決定については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

各 委 員  異議なし。 

田中委員長  ご異議なしと認め、議案第５２号は決定されました。 

  日程第４、議案第５３号、平成２４年度帯広市文化賞及び文化奨

励賞の決定についてを議題といたします。 

  直ちに説明を求めます。 

大久保部長  議案第５３号、平成２４年度帯広市文化賞及び文化奨励賞の決定

についてご説明いたします。議案書１７ページになります。本案は

平成２４年度帯広市文化賞及び文化奨励賞の候補者について、帯広

市文化賞文化奨励賞規則第６条の規定に基づき、受賞者を決定しよ

うとするものでございます。帯広市文化賞及び文化奨励賞につきま

しては、推薦要項に基づきまして、受賞候補者の推薦受付を行いま

した結果、２個人３団体のご推薦をいただきました。賞の選考につ

きましては、規則により設置した選考委員会に諮問し、答申を受け

たものでございます。選考の結果、文化賞は該当者無し。文化奨励

賞につきましては、文芸の分野で功績のありました、短歌誌樹樹社

を受賞候補者とする旨答申がございましたので、今回、議案を提出

させていただいたものでございます。次に受賞候補者の経歴につき

まして簡単にご説明させていただきます。２１ページをご覧いただ

きたいと思います。短歌誌樹樹社は、平成７年１月に設立され、同

年５月に季刊短歌誌「樹樹」を創刊されました。その後、今日に至

るまで１７年にわたり、同誌の発行を続けてこられました。会員の

方々は市民文藝誌編集委員、中城ふみ子賞実行委員、中城ふみ子献

歌祭への協力など様々な活動を行われているほか、平成２２年には

同誌創刊１５周年及び同誌第６０号発行を機に結社賞でございます

樹樹賞を創設し、顕彰活動も行われており、歌壇の発展に大きく貢

献してございます。また、同誌に掲載されております中城ふみ子に

関する文献は貴重な資料となっており、同誌を通して全国の歌人と

の縁を深めてこられました。以上受賞候補者の紹介をさせていただ

きました。なお、記者発表につきましては、スポーツ賞及びスポー

ツ奨励賞の発表と併せて今月２５日に行う予定となっております。

また、贈呈式につきましては、１１月３日文化の日午前１１時から、

帯広市民文化ホールで執り行う予定でございます。以上よろしくご

審議賜りますようお願い申し上げます。 

田中委員長  これから質疑に入ります。 

門屋 委員  樹樹社というのは何人くらいのグループですか。 
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鈴木 課長  １５０名でございます。 

門屋 委員  ありがとうございます。 

田中委員長  他になければ、質疑を終結いたします。 

  お諮りいたします。 

  議案第５３号、平成２４年度帯広市文化賞及び文化奨励賞の決定

については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

各 委 員  異議なし。 

田中委員長  ご異議なしと認め、議案第５３号は決定されました。 

  事務局から、その他説明事項はありますか。 

大久保部長  それでは、私から帯広市特別表彰につきましてご説明させていた

だきたいと思います。議案書２３ページをご覧いただきたいと思い

ます。本件はロンドンで開催されました２０１２パラリンピックで

８位入賞されました、小野智華子さんに帯広市特別表彰を贈呈させ

ていただくこととしたものでご報告させていただくものでございま

す。小野さんにつきましては、既に報道等でご承知のとおり、パラ

リンピックのＳ１１クラス・視覚障害全盲クラスで日本代表として、

女子 50ｍ、100m 自由形、100m 背泳ぎ、更に 200m 個人メドレーの４

種目に出場されております。その結果、２３ページの下に記載して

おりますように、９月２日 100m 背泳ぎで８位入賞という快挙を遂げ

られたものでございます。この快挙は２８ページにございますよう

に、帯広市表彰規則スポーツ関係内規に定める受賞資格を有し、選

考要件を達することから、このたびの受賞ということで決定させて

いただいたところでございます。小野さんは 100m 背泳ぎで８位入賞

のほかに、出場した４種目中、３種目で自己新記録を出すなど    

奮闘されました。パラリンピックにつきましては、オリンピックと

並んだ、もうひとつのオリンピックと言われまして、また、昨年、

全面改正されたスポーツ基本法では、障害者スポーツの位置づけが

明確に示され、本市といたしましても、スポーツ賞及びスポーツ奨

励賞の表彰対象として既に位置づけてまいりましたが、パラリンピ

ックにつきましては初めてということになります。表彰式は現在、

ご本人と調整中でございますけれど、先ほどご審議いただきました

平成２４年度帯広市スポーツ賞及びスポーツ奨励賞の贈呈式の前段

におきまして執り行いたいと考えております。そうすると指導者で

受賞予定の真田先生と一緒に表彰ができるのではないかと思ってお

りますけれど、本人の意向もございますので調整させていただきた

いと思います。なお、本件の内容につきましては、明日９月１９日

１０時から市長記者会見で発表させていただく予定でございます。

ご報告は以上であります。 

田中委員長  これから質疑に入ります。 

田中委員長  これは教育委員会が表彰するということではなくて、帯広市が表
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彰するということですよね。同じ１０月８日に一緒に表彰するとい

うことですよね。 

西尾 主幹  この件につきましては、先ほどご報告させていただきましたとお

り帯広市からの表彰でございますので、教育委員会としての表彰で

あります、スポーツ賞スポーツ奨励賞の前段にステージの上に登場

していただいて、皆さんからお祝いしていただき、一旦解散し、そ

れから、スポーツ賞スポーツ奨励賞の贈呈式という形のセレモニー

を考えております。先ほど部長からもご説明したとおり、ご本人の

都合もございますので、今調整中でございます。 

田中委員長  分かりました。 

田中委員長  他になければ、質疑を終結し、本件を終了いたします。 

  事務局からの説明は以上でありますが、この際、各委員から他に

ご意見、ご質問等があればお受けいたします。 

各 委 員  ありません。 

田中委員長  別になければ、本日予定されておりました案件はすべて終了いた

しました。 

  以上で平成２４年第１６回帯広市教育委員会会議を閉会いたしま

す。 


